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第
六
十
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

第
六
十
条
の
二

政
府
は
、
当
分
の
間
、
複
数
事
業
労
働
者
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
が
死
亡
し
た
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
者
に
支
給
さ
れ
た
当
該
複
数
事
業
労
働
者
障
害
年
金
の
額
（
当
該
複
数
事
業
労
働
者
障
害
年

金
の
う
ち
当
該
死
亡
し
た
日
の
属
す
る
年
度
（
当
該
死
亡
し
た
日
の
属
す
る
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
月
に
該

当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
前
年
度
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
七
月
以
前
の
分
と
し
て
支
給
さ
れ

た
複
数
事
業
労
働
者
障
害
年
金
に
あ
つ
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
第
十
六
条
の
六
第
二
項

の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
て
得
た
額
）
及
び
当
該
複
数
事
業
労
働
者
障
害
年
金
に
係
る
複
数
事
業
労
働
者
障
害

年
金
前
払
一
時
金
の
額
（
当
該
複
数
事
業
労
働
者
障
害
年
金
前
払
一
時
金
を
支
給
す
べ
き
事
由
が
当
該
死
亡
し
た

日
の
属
す
る
年
度
の
七
月
以
前
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
同
項
の
規
定
に
よ
る
遺
族
補
償
年
金
の
額
の
算
定
の
方
法
に
準
じ
算
定
し
て
得
た
額
）
の
合
計
額
が
第
五
十

八
条
第
一
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
当
該
複
数
事
業
労
働
者
障
害
年
金
に
係
る
障
害
等
級
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
（
当
該
死
亡
し
た
日
が
算
定
事
由
発
生
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
々
年
度
の
八
月
一
日
以
後

の
日
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
第
八
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
第

八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
て
得
た
額
を
同
表
の
給
付
基
礎
日
額
と
し
た
場
合
に
得
ら
れ
る

額
）
に
満
た
な
い
と
き
は
、
そ
の
者
の
遺
族
に
対
し
、
そ
の
請
求
に
基
づ
き
、
保
険
給
付
と
し
て
、
そ
の
差
額
に

相
当
す
る
額
の
複
数
事
業
労
働
者
障
害
年
金
差
額
一
時
金
を
支
給
す
る
。

第
十
六
条
の
三
第
二
項
、
第
十
六
条
の
九
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
五
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規

定
は
、
複
数
事
業
労
働
者
障
害
年
金
差
額
一
時
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
六
条
の
三

第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
条
の
二
第
一
項
」
と
、「
別
表
第
一
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
条
の
三

政
府
は
、
当
分
の
間
、
複
数
事
業
労
働
者
が
そ
の
従
事
す
る
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
し

て
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
り
、治
つ
た
と
き
身
体
に
障
害
が
存
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
障
害
に
関
し
て
は
、

複
数
事
業
労
働
者
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
対
し
、
そ
の
請
求
に
基
づ
き
、
保
険
給
付
と
し
て
、

複
数
事
業
労
働
者
障
害
年
金
前
払
一
時
金
を
支
給
す
る
。

複
数
事
業
労
働
者
障
害
年
金
前
払
一
時
金
の
額
は
、
第
五
十
八
条
第
一
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
当
該
複
数
事

業
労
働
者
障
害
年
金
に
係
る
障
害
等
級
に
応
じ
、
第
五
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額

と
す
る
。

第
五
十
九
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
複
数
事
業
労
働
者
障
害
年
金
前
払
一
時
金
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
及
び
第
六
項
中
「
障
害
補
償
年
金
」
と
あ
る
の
は
、「
複
数
事
業

労
働
者
障
害
年
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
条
の
四

政
府
は
、
当
分
の
間
、
複
数
事
業
労
働
者
が
そ
の
従
事
す
る
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
し

て
死
亡
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
死
亡
に
関
し
て
は
、
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
遺

族
に
対
し
、
そ
の
請
求
に
基
づ
き
、
保
険
給
付
と
し
て
、複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
前
払
一
時
金
を
支
給
す
る
。

複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
前
払
一
時
金
の
額
は
、
第
六
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

額
と
す
る
。

複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
前
払
一
時
金
が
支
給
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
第
二
十
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
十
六
条
の
六
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第
二
号
中
「
複
数
事
業
労
働
者

遺
族
年
金
の
額
」
と
あ
る
の
は
、「
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
の
額
及
び
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
前
払
一
時

金
の
額
（
当
該
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
前
払
一
時
金
を
支
給
す
べ
き
事
由
が
当
該
権
利
が
消
滅
し
た
日
の
属

す
る
年
度（
当
該
権
利
が
消
滅
し
た
日
の
属
す
る
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
月
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

そ
の
前
年
度
）
の
七
月
以
前
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
次
項
の
規
定
に
よ
る
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
の
額
の
算
定
の
方
法
に
準
じ
算
定
し
て
得
た
額
）」と
す
る
。

第
六
十
条
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項
の
規
定
は
、
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
前
払
一
時
金
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
遺
族
補
償
年
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
複
数
事
業
労
働
者
遺
族

年
金
は
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
遺
族
補
償
年
金
の
」
と
あ
る
の
は
「
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
の
」
と
、「
当

該
遺
族
補
償
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
四
条
第
一
項
中
「
障
害
補
償
年
金
若
し
く
は
遺
族
補
償
年
金
」
の
下
に
「
、
複
数
事
業
労
働
者
障
害
年
金

若
し
く
は
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
」
を
、「
遺
族
補
償
年
金
前
払
一
時
金
」
の
下
に
「
、
複
数
事
業
労
働
者
障
害

年
金
前
払
一
時
金
若
し
く
は
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
前
払
一
時
金
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
て
ん
補
さ
れ

る
」
を
「
塡
補
さ
れ
る
」
に
、「
て
ん
補
す
る
」
を
「
塡
補
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
遺
族
補
償
一
時
金
」

の
下
に
「
、
複
数
事
業
労
働
者
障
害
年
金
差
額
一
時
金
及
び
第
二
十
条
の
六
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
第
十
六
条
の
六
第
一
項
第
二
号
の
場
合
に
支
給
さ
れ
る
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
一
時
金
」
を
加
え
る
。

別
表
第
一
中
「
第
十
八
条
の
二
」
の
下
に
「
、
第
二
十
条
の
五
、
第
二
十
条
の
六
、
第
二
十
条
の
八
」を
加
え
る
。

別
表
第
二
中
「
第
十
六
条
の
八
」
の
下
に
「
、
第
二
十
条
の
五
、
第
二
十
条
の
六
」
を
加
え
る
。

（
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
）

第
三
条

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
七
章

外
国
人
の
雇
用
管
理
の
改
善
、
再
就
職
の
促
進
等
の
措
置
（
第
二
十
八
条

第
三
十
条
）」

を
「
第
七
章

中
途
採
用
に
関
す
る
情
報
の
公
表
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
等
（
第
二
十
七
条
の
二
）

第
八
章

外
国
人
の
雇
用
管
理
の
改
善
、
再
就
職
の
促
進
等
の
措
置
（
第
二
十
八
条

第
三
十
条
）」に
、「
第
八

章
」
を
「
第
九
章
」
に
、「
第
九
章
」
を
「
第
十
章
」
に
、「
第
十
章
」
を
「
第
十
一
章
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
九
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第

八
号
中
「
定
年
の
引
上
げ
、
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
等
」
を
「
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
等
」
に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
九
号
と
し
、
同
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

労
働
者
の
職
業
選
択
に
資
す
る
よ
う
、
雇
用
管
理
若
し
く
は
採
用
の
状
況
そ
の
他
の
職
場
に
関
す
る
事
項
又

は
職
業
に
関
す
る
事
項
の
情
報
の
提
供
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
充
実
す
る
こ
と
。

第
四
条
第
三
項
中
「
第
一
項
第
十
二
号
」
を
「
第
一
項
第
十
三
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
二
項
中
「
次
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
第
四
条
第
一
項
第
十
四
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
十
五
号
」
に
、「
第
八
章
」
を
「
第

九
章
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
二
中
「
第
二
十
七
条
を
除
く
。）」
の
下
に
「
、
第
七
章
」
を
加
え
、「
第
八
章
」
を
「
第
九
章
」
に

改
め
る
。

第
十
章
を
第
十
一
章
と
し
、
第
七
章
か
ら
第
九
章
ま
で
を
一
章
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加

え
る
。

第
七
章

中
途
採
用
に
関
す
る
情
報
の
公
表
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
等

第
二
十
七
条
の
二

常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
る
事
業
主
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
労
働
者
の
職
業
選
択
に
資
す
る
よ
う
、
雇
い
入
れ
た
通
常
の
労
働
者
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
の
数
に
占
め
る
中
途
採
用
（
新
規
学
卒
等
採
用
者
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
（
小
学
校
及
び
幼
稚
園
を
除
く
。）そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
施
設
の
学
生
又
は
生
徒
で
あ
つ
て
卒
業
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
で
あ

る
こ
と
を
条
件
と
し
た
求
人
に
よ
り
雇
い
入
れ
ら
れ
た
者
を
い
う
。）以
外
の
雇
入
れ
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同

じ
。）に
よ
り
雇
い
入
れ
ら
れ
た
者
の
数
の
割
合
を
定
期
的
に
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
は
、
事
業
主
に
よ
る
前
項
に
規
定
す
る
割
合
そ
の
他
の
中
途
採
用
に
関
す
る
情
報
の
自
主
的
な
公
表
が
促
進

さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
又
は
第
八
項
」
を
「
、
第
八
項
又
は
第
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
す
べ

て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、「
業
務
災
害
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
の
下
に
「
、
複
数
業
務
要
因
災
害
（
同
項
第
二
号

の
複
数
業
務
要
因
災
害
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
、「
同
項
第
二
号
」
を
「
同
項
第
三
号
」に
、「
同
項
第
三
号
」
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